
 
 

 

令和８年度岩手県出資等法人運営評価の結果について 

 
 

このたび、令和８年度における県出資等法人（運営評価対象法人）の運営状況や課題、今後取り

組むべき点などについて、運営評価レポートに取りまとめましたので公表いたします。 

県では、県の施策と県出資等法人の連携・協働を推進するため、法人の事業目標等の達成状況の

評価を通じて法人の目標達成を支援しています。 

引き続き、県出資等法人の経営改善を支援してまいります。 
 
 
 

 

１ 対象法人 

40 法人（特別法・会社法法人 15 法人、公益法人 25 法人） 

２ 法人の経営目標の達成状況（運営評価レポート６頁） 

・ 事業目標の達成率は69.7％（前年度64.4％）、経営改善目標は74.4％（前年度69.7％）と、達成率

はいずれも増加しました。 

 

 

 

３ 役職員の状況（運営評価レポート７頁） 

・ 常勤役員については、県派遣職員が９名（前年比＋４名）、県退職者が 37名（前年比▲３名）
となっています。 

・ 常勤職員については、県派遣職員が 80名（前年比▲７名）、県退職者が 74名（前年比±０名）

となっています。 

 

 
 

・ 代表者に県職員が就任している法人は前年度と同様に次の５法人となっています。  

(公財)さんりく基金、（社福）岩手県社会福祉事業団、（公財）いわて産業振興センター、 

岩手県オイルターミナル(株)、 (株)岩手ソフトウェアセンター 

 

（運営評価レポートについては、下記ホームページからご覧ください。） 
https://www.pref.iwate.jp/kensei/gyoseikeiei/shusshi/1011734.html 
※県 HP の検索から、「県出資等法人の運営評価」で検索しても表示されます。 



 

４ 法人の財務の状況（運営評価レポート８～10 頁） 

・ 当期利益及び一般正味財産増減額については、最低賃金の上昇や中東情勢の影響などの外部要因に基

づく人件費や光熱費の増等により前年度よりも減益となった法人があったものの、実施事業の増や有価

証券運用益の増により収支が改善した法人もあり、全体としては前年度より 10 億円余増加し、

3,105,284千円となりました。 

 

【収益が大きく増加した法人と主な要因】 

 ・㈱アイシーエス 450,227千円（市町村のＤＸ化にともなう受注増） 

・㈱いわちく 299,587千円（県外向け販売量の拡大） 

 ・(一財)クリーンいわて事業団 284,359千円（処理事業収入の増や維持管理積立金の積立完了） 

 

・ 単年度収支が赤字の法人は13 法人（前年比▲4 法人）、金額は▲309,074 千円（前年比＋226,680 千

円）と、前年度よりも改善しました。 

・ 特別法・会社法法人で繰越損失を計上している法人は２法人（前年度同）で、金額は▲808,113千円

（前年比＋140,087千円）と、前年度よりも改善しました。 

   

 

５ 県の財政的関与の状況（運営評価レポート 13～14 頁） 

・ 運営費補助金は 1,107,869 千円（前年比＋15,139 千円）、損失補償は 2,016,714 千円（前年比

▲99,825 千円）となりました。 

 

【運営費補助増加の主な要因】 

・ (社福)岩手県社会福祉事業団に対する補助金額が人件費や光熱水費等の上昇に応じて増加したため。 

【損失補償減少の主な要因】 

・ 岩手県信用保証協会が行う県単融資制度の保証債務残高の減少や、(公社)岩手県農業公社の担い手

支援資金の償還が進んだため。 

 

 

 


